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環境と本気で向き合う

ごみ減量アドバイザー

深
刻
化
す
る
ご
み
の
問
題
と
向

き
合
う
た
め
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
「
ご
み
の
減
量
と
分
別
」
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
「
ご
み
減

量
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
平
成
27
年
度

か
ら
設
置
し
ま
し
た
。
市
長
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
12
人
が
衛

生
委
員
の
方
と
協
力
し
て
、
地
区
や

団
体
の
集
ま
り
の
場
で
出
前
講
座
や

意
見
交
換
等
を
通
じ
て
、
ご
み
の
減

量
や
再
資
源
化
に
特
化
し
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

度
々
実
施
す
る
「
ク
リ
ー
ン
ヒ
ル

こ
も
ろ
見
学
会
」
で
は
、
市
内
小
学

校
の
児
童
た
ち
に
ク
イ
ズ
形
式
で
ご

み
の
分
別
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
啓
発
活
動

合言葉は、「もったいない」「ずくだせ」日
に ほ ん い ち本一！ごみの少ないまちへ 小諸市ごみ減量アドバイザーの

皆さん（H28 写真）

に
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

店
頭
で「
レ
ジ
袋
削
減
・
マ
イ
バ
ッ

グ
持
参
」
の
声
掛
け
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
で
講
演
す
る
な
ど
活
発
に
取

組
み
を
行
い
、
一
つ
一
つ
の
取
組

み
は
、
す
べ
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

皆
さ
ん
が
考
案
し
て
実
践
し
て
い

ま
す
。

　

ご
み
の
問
題
は
、
全
国
的
に
課

題
と
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、
解
決

に
至
る
に
は
、
日
々
の
生
活
か
ら

意
識
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ

と
は
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ

ん
が
同
じ
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す
。

！ごみの少ないまちへ

ごみ減量アドバイザーとしてこれまで 3 年間、
ごみの削減のため、クリーンヒルこもろの稼
働に伴うごみ分別方法の変更やスーパー店頭
でのマイバッグ持参 PR、市内小学生の課外活
動、区や衛生自治会、各種団体などの出前講
座など仲間と一緒に活動をしてまいりました。
長野県はごみの排出量が日本一少ない県です。
3R（リデュース・リユース・リサイクル）と
ごみの分別、残さず食べよう 30-10 運動など
が成果につながっております。昔からの「もっ
たいない」を合言葉に、長野県の方言である「ず
くだせ」をモットーに、近隣市町村に比べて
増えつつある小諸市の燃やすごみを減らすた
めにもごみ分別のPRにごみ減量アドバイザー
と衛生委員の皆様と協力して、日本一ごみの
排出量の少ないまちをめざして活動してまい
ります。今後ともご協力をお願いいたします。

ごみ減量アドバイザー

宇
う の

野　親
ちかはる

治さん


